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　伊佐沼のハスが今年は例年より早く6月半ば
ごろから咲き始め、多くの花が咲き、市民の皆
さんの目を楽しませてくれました。
　平成24年に、県の水辺再生事業により、伊
佐沼の北側のハスが育つ区域を取り囲むように
擬木の橋が架けられました。橋の建設と並行し
て、「伊佐沼の蓮

はす

を咲かそう会」が橋の南側に
もハスを移植し、その時移植されたハスが次第
に増え、近年は大変多くの花が咲くようになり
ました。
　花の最盛期の7月には、多くのハスの花が橋
の南北両側に優雅な姿をたくさん見せてくれる
ようになりました。
　伊佐沼のハスは、終戦直後まで自生していた
ようです。ところが終戦後の食糧難の時代に、
食べられるということでレンコンを掘って食料
にしてしまったため一度絶えてしまいました
（レンコンを食べてしまったためにハスが絶え

た、ということを母親から聞きました）。小学
生のころ、伊佐沼に魚釣りや船遊びに何度も行
っていました。しかし、その時にハスを見た記
憶は一度もありません。
　伊佐沼にハスが復活したのは、昭和42～44
年ごろ、沼の西側の水田地帯に問屋団地を造成
するため底土を浚

しゅん

渫
せつ

（＊）して田んぼに移す事業
をした後です。伊佐沼の底土の中で休眠状態だ
ったハスの種子が、浚渫により表面に出てきて
芽を出したのだと言われていました（浚渫で復
活した生き物に、びっくりするほど大きいカラ
ス貝があります。浚渫後伊佐沼に大量に発生し
ましたが、4～5年で姿が見えなくなってしま
いました )。
　今、伊佐沼のハスは、「伊佐沼の蓮を咲かそ
う会」の皆さんに守られています。この会は、
周辺地域の農家の方々が中心になっているボラ
ンティア団体で、ハスの自生する沼底を耕した
り、ハスの邪魔をするマコモを刈り取る等ハス
を保護する活動だけではなく、伊佐沼全体の環
境美化活動を続けています。
　伊佐沼のハスが、復活後現在のように広い区
域に拡大増殖したのは、「伊佐沼の蓮を咲かそ
う会」の皆さんの地道な活動によるところが大
きいと言えます。
＊浚渫…水の底にある土砂を掘り取ること
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